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環境ニュース

日本工業大学　共通教育系(物理学)
佐藤杉弥教授 インタビュー

者になりたいと考えるようになっていたのは。小学生の時

は天体観測をしていましたし、高校では地学部と演劇部の

掛け持ち、大学での所属先は悩みましたが、結局、天文サー

クル。“宇宙や天体に起こる現象”への関心が、物心ついた

ときから生活の一部として組み込まれていたんです」

漠然とした宇宙への興味が、プラズマという専門領域へ

の関心に変わっていったのは大学４年生の頃。当時をこう

振り返ります。

「当然ですが、天文サークルの天体観測の活動は夜。だか

ら空が曇ってしまうと、いかんせん手持ち無沙汰になってし

まう。そこで登場するのが、お酒。ただ、季節によっては

曇日や雨日が続くケースもあって、まあ、お察しの通り、そ

れで夜な夜なお酒が友達になってしまったんです。気づいた

ら留年していました。そんな学生生活を送っていたので、進

路は決まっていなかったのですが、４年生の時だったでしょ

うか、全宇宙の99.9999％以上をプラズマが占めている

という“プラズマの宇宙”を知って、そこからプラズマ研究

に興味を持って進学を決めたんです」

東京理科大学を卒業後、筑波大学大学院理工学研究科の

修士課程を経て、東京大学大学院理学系研究科の博士課程

へ進学するも退学。「特にすることもなく宙ぶらりんのとこ

ろを引き抜かれたんです。20年以上前のことです」と言うよ

うに、佐藤教授は日本工業大学に着任します。

生物の生態活動と切り離せない
環境問題をテーマに世界に通じる教養力を

日本工業大学がISO14001認証を取得したのが2001年６

月のこと。それ以前から「クリーングリーン・エコキャンパス」

を標榜し、活動を推進しています。佐藤教授は大学の成り立

ちをこう語ります。

「大学の設立当初は設備もなく、周辺一帯は更地でした。

そのような状態から、父兄たちと議論しながら、大学づくり

を進めてきた。実際、みんなで植林したり、建物とかの装置

読書家の少年は
“ネクシャリスト(総合科学者)”に思いを馳せる

進化論を提唱したダーウィンの旅行記『ビーグル号航海

記』をもじったSF小説に『宇宙船ビーグル号の冒険』があり

ます。20世紀中期、黄金期を代表するSF作家のひとり、A・

E・ヴァン・ヴォークトの作品です。巨大宇宙船ビーグル号

に乗って宇宙探索をする1000人以上の科学者が、“科学”

を武器に、超能力を持つ宇宙怪物たちと死闘を繰り広げる

物語です。この作品に魅入られたのが、プラズマ物理を専

門とする日本工業大学共通教育系(物理学)の佐藤杉弥教授

です。その理由について伺いました。

「宇宙船に乗っている科学者は、数学、物理学、化学、天

文学、心理学、生物学など、各々が専門分野を持っていま

す。いわゆるスペシャリストです。ですが、主人公は“ネクシャ

リスト”と言われる総合科学者。専門分野はありません。普

段は役に立たず、冴えない存在ですが、仲間がピンチの時

に限って、多角的な視点と独創的な発想で周囲を助けてい

く。そんな主人公は、今でも私が理想とする人物像です」

小学生の時から読書家だった佐藤教授。“活字中毒”と自

身が語るように、図書館に入り浸りの生活を送ったそうです。

「いつ頃から宇宙に興味

を持ったのかは、はっきり

覚えていません。ただ、小

学生の頃から市立図書館に

通っては、大人の書架にあ

るＳＦ全集を読み漁っていま

した。中学の時に、図書カー

ドを競った相手が、同じ市

立図書館に通っていて、『お

弁当を持参する変な奴だと

思っていた』と打ち明けられ

たくらいです。だからでしょ

うか。朧気ながら、天文学

プラズマ発生機器

プラズマ実験
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を自前で作ったりしながら、緑の多い環境にしてきたのです」

環境教育検討部会を任された佐藤教授。環境問題を全学

生が学べるように、教養科目を準備してカリキュラムに組

み込んできました。

「環境への配慮はエンジニアに限らず、社会人なら誰でも

意識しなければなりません。また、環境問題を考えるには、

広範な知識や知見が求められます。そういう意味で、環境

問題は教養科目として最適なテーマ。文系・理系の垣根を

越えて、人類、社会、歴史か

らも考察できますし、地球規

模から日常生活への視点の

切り替えの訓練にもなるか

らです。もちろん、ゴミ拾い

やエコキャップの収集といっ

た実生活での活動もすべきで

しょう。ただ私は、科学的に分析できるのはもちろんのこと、

世界規模で現象をとらえ、自分の意見を発信できるような

知識力や発信力を強化してあげたい」

そう考える背景には、ある不安材料があると言います。

「公害が社会問題となった1970年代。私はまだ小学校中

学年くらいでしたが、食べ物には汚染物質が含まれていま

したし、川は汚染され、都会は大気汚染による光化学スモッ

グが日常的に発生していました。国外に目を向けても、世

界は冷戦真っ只中。『中性子爆弾が開発されました』という

ニュースが流れていたくらいです。しかし、今は全く違う。

多摩川では魚がとれますし、夢の島は公園になっています。

学生に映画『ゴジラVSヘドラ』を見せても、浮世離れし過ぎ

て理解できないかもしれません」

この映画は、環境破壊によって人間が被る公害問題を題

材にした映画です。汚染物質の塊であるヘドラは、別名「公

害怪獣」。ヘドロで汚染された静岡県富士市の田子の浦港

から生まれ、毒性の高い硫酸ミストをまき散らしながら周

囲のモノを溶かします。

「世界を見渡せば、水は貴重品、ご飯が食べられないの

は日常茶飯事、隣国は戦争中という国はいくらでもある。

世界の貧困や環境状態を改善するだけで、殆どの問題が解

決するとも言われています。そのくらい深刻なこと。かた

や日本はというと、水道水は飲み放題、悠々自適なホーム

レスもいる、インフラや教育環境も整備されている。日本

に生まれてきただけでも、勝ち組なんです。そうした恵まれ

た環境を最大限に生かし、引き出しをひとつでも多く作って、

社会貢献できる人材に成長してほしい。そういう志を持った、

“ネクシャリスト(総合科学者)”のような学生をひとりでも多

く輩出できるような授業、それが私の目標とするところです」

苦手意識を取り除きたい
地域に根差した活動で科学リテラシーを底上げする

「今は、オーロラのメカニズムや、“プラズマジェット”と

呼ばれる、超巨大質量ブラックホールから噴き出るプラズ

マの研究に興味があります。研究会で発表する程度の取り組

みしかできていませんが、コツコツと続けている感じです」

そう話す佐藤教授。教養科目の授業の強化、専門分野の

研究だけではなく、出前授業や理科教室を開催していると

言います。

「物理や化学と聞くだけで拒否反応を示す人が多い。悲し

いかな、これが現実です。特に、中学理科の電気の分野で

躓いてしまうと、高校以降、物理や化学嫌いになるケース

が顕著。ですので、その前になんとしても食い止めたい」

セグウェイも授業で使用する教材のひとつ。

「まずは身近なモノを使うことで苦手意識を取り除くこと

が重要だと考えています。それで中高生の好奇心を刺激し、

その後で実験を通しながら物理の原理とかを教えるように

しています。現在は、中高生を対象とした出前授業や、小

学生に教える理科教室も開

催しています。年15回くら

いです。こうした活動を通

して、科学リテラシーの成

熟度を高め、柔軟な発想力

と論理的な思考を磨く機会

になればと思っています」

　インタビューを終えて

SF小説の他、プログレッシブ・ロックを愛する佐藤教授。
特に、「ピンク・フロイド」や「ジェネシス」といったバンドが
お気に入り。また、休日は家族の時間を大切にし、お子様
のサッカーの試合を観に行ったりするそうです。

太陽光発電システムの内部

理科教室
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大学紹介
千葉工業大学は今年で創立75周年を

迎えます。欧米先進国に負けない工学教

育を行う大学をつくり、日本だけではな

くアジア全体の工業力を高めようという

使命をもって創立され、今では日本で2

番目に長い歴史を有する、最古の私立工

業大学となっています。

『世界文化に技術で貢献する』という建

学の精神のもと、千葉工業大学は常に変

わり続けています。創立時から日本の高

度成長期までの間、日本の近代化と成長

を支えた技術の基礎となる教育や研究に

力を入れてきました。社会が求める様々

な学科を日本で最初に開設し、理工系を

超える多彩な大学へと進化・発展してき

ました。75年間、絶えず道なき道を行き、最先端の教育と研

究成果を提供し続け、現在では、5学部17学科および大学院

3研究科9専攻を有し、約10000人の学生が勉学・研究に励ん

でいます。

環境への取り組み
千葉工業大学は、地球環境保全が人類共通の最重要課

題のひとつであると認識し、未来世代とともに地球環境

を共有するため、持続型社会の創生に貢献し、教育研究

機関としての使命役割を果たすことを基本理念としてい

ます。基本方針として、①人材の育成と関連研究の推進、

②環境負荷の低減、③キャンパスの環境保全と改善、④

環境関連情報の公開とコミュニケーションの推進、⑤法

規制等の遵守、⑥環境マネジメントシステムの構築、を

設定し、また、この数年間、キャンパスの大改造に取り

組み、その中でい

くつかの地球環境

保全向上策を講じ

てきました。その

中でも、空調設備

の経年劣化による

更新において、各

建物の運用の状況

このページでは毎回、会員である大学の環境問題への取り組みを紹介していきます。

千葉工業大学

等に応じた高効率

機器と、きめ細かな

制御を可能とする空

調中央監視システム

を積極的に導入し

ています。

環境マインドは、

日頃のキャンパス

ライフの中でも醸成されるよう工夫されています。例え

ば、地球温暖化対策に貢献する太陽光発電や風力発電な

どの再生可能エネルギーを積極的に導入するとともに、

その見える化を図り、環境意識の向上に役立てています。

本学では、新築や改修工事の中で、積極的に太陽光発

電等の設備を導入し、自然エネルギーの利用促進を図っ

ています。現在、合計254kWの太陽光発電設備と７kW

の風力発電設備を設置しており、年間発電量の昨年度実

績は162,296kＷhでした。当該設備を設置した建物に

は、１階に発電量やCO2削減量、総積算発電電力量等の

データをリアルタイムに表示するモニターを設置し、学

生、教職員および来客に取り組みの内容を周知していま

す。2015年度には、新習志野キャンパスに新築した新

体育館に、122kWの大規模な太陽光発電設備を設置し

ました。

6号館屋上の風力発電設備

7号館屋上の太陽光発電設備
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環境への取組
世田谷キャンパスは、2013年に教室棟である1号館

が完成し、2015年に図書館を主用途としたアカデミア

センターが完成しました。どちらの建物も環境に配慮し、

自然通風・庇による日射抑制・高断熱ガラスを採用しエ

ネルギー使用を低減しています。また、高効率型の空調

機器の積極的な採用とエアースイングファンによる省エ

ネルギーと快適性の両立も図りました。

1号館、アカデミアセンターとも屋上緑化を実施し、農

大アカデミアセンター屋上緑化は2015年「第14回　屋

上・壁面・特殊緑化技術コンクール　環境大臣賞　屋上

緑化部門」を受賞しました。

受賞理由として「農学の基本的フィールド」である里地・

里山を都市のキャンパスに再現した取り組みや、世田谷

区の「風景づくり計画」と連携した景観づくり、維持管理

を通じた学生の学びの場の創出、緑化技術が高く評価さ

れました。

内装等には、30種類以上の木材が使用され、東京都

内の森林から伐採されたもの、海外からアカデミアセン

ターに使用されるため伐採され届けられたものもあり、

学生の学びの場としても活用されています。

東京農業大学
大学紹介
東京農業大学は、明治の英傑榎本武揚によって明

治24（1891）年に創設され、初代学長である明治

農学の第一人者横井時敬によって、今日の東京農業

大学における建学の精神「人物を畑に還す」および教

育・研究の理念「実学主義」の礎が築かれました。

創立126周年を迎えた現在では、「生命」「食料」「環

境」「健康」「エネルギー」「地域創成」をテーマに、

農学にかかわる幅広い領域を対象とした教育・研究

を展開する農学系総合大学として、7学部25学科お

よび大学院2研究科19専攻の体制が整えられ、世田

谷、厚木、北海道オホーツク（網走市）の3キャンパスで約

13,000人が学んでいます。

また、東京農業大学は北海道・網走から沖縄・宮古島まで、

南北2000キロに渡って研究設備や農場などを持っており、

日本国内だけでなく、気候の異なるさまざまな地域におけ

る農業や環境に関するノウハウを日々蓄積しています。

コンクリート庇
（日射抑制・安全配慮）
テラコッタルーバー
（日射抑制）

Low-e ガラス

自然換気装置
（高層階）
水切

コンクリート
化粧打放し
アクリルシリコン
クリア塗装

基準階窓廻りイメージ

ペリメーター空調用
躯体ダクト（図書館のみ）

2 m
柱

吹出

自然通風窓
自然通風

採光・眺望

タイルカーペットなど

テラコッタルーバー

日射抑制

□庇

自然換気窓
（低階層）
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アサヒプリテック株式会社では全国で廃試薬・実験廃液の収集運搬から処理までを一括で行っています。多品種にわたる廃

棄物を徹底した安全管理体制で運搬を行い、自社工場（北九州・神戸）で適切に処理することで環境負荷を低減しています。

また不明薬品の分析・適正処理も行っております。全国13の営業所を窓口として全国各地域のお客様へ対応しております。

北九州工場（焼却設備）

廃試薬の分類・梱包風景

神戸工場（凝集沈殿設備）

不明分析の分析工程

また、その他産業廃棄物のトータルソリューションを提案・実施も行っています。
下記についても取り扱っておりますのでお問い合わせ下さい。

●水銀を含む廃棄物の運搬・処分
（水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等、水銀を含む特別管理産業廃棄物、廃水銀等）

●PCBを含む電気機器の保管届出、搬出、運搬／処分

今後も会員の皆様と情報交換を行いながら廃棄物の適正処理・環境保全・環境安全に取り組んでいきます。

【お問い合わせ先】 アサヒプリテック株式会社　  担当：環境事業部　山本
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー 11F
TEL :03-6270-1830　　FAX:03-6270-1839
HP: http://www.asahipretec.com/　　　E-mail:kankyo@asahipretec.com

アサヒプリテック株式会社
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株式会社日経サービス



事 務 局 だ よ り

第32回夏期研修研究会は大阪歯科大学で開催します。（2018年8月9日(木) 10日(金)を予定）

第34回	総会・研修研究会(共催：千葉工業大学)

【日　時】 
２０１８年３月１５日（木） 13:00～13:20総会
  13:30～17:40研修研究会
  17:50～19:00情報交換会
　　　　３月１６日（金） 9:00～12:30研修研究会

【会　場】 
千葉工業大学　津田沼キャンパス
〒275-0016千葉県習志野市津田沼２－１７－１
TEL 047-478-0219（施設課）

【プログラム】
《総　会》    ３月１５日（木） 13:00 ～ 13:20
　　　　　  会場：４号館４階４３１教室
○議　事 2017年度活動・決算報告・新会員紹介等
 2018年度活動計画・予算審議等

《研修研究会》
[第１日目]   ３月１５日（木） 13:30～17:40
　  会場：４号館４階４３１教室
１．開会挨拶　　　　 13:30～13:40
 私立大学環境保全協議会会長　 山﨑　裕康
２．共催校挨拶　　　　 13:40～13:50
 千葉工業大学学長　　　　　 　　 　　 小宮　一仁
３．特別講演　　　　 13:50～14:40 
 千葉工業大学未来ロボット技術研究センター室長　 
   　　　　　　　  先川原　正浩
 「災害対応ロボットの現状

－大学の社会貢献活動とマスコミ対応について－」

休　憩（10分）
４．話題提供　　　　 14:50～15:25
 千葉工業大学大学事務局長　 前田　修作
 「千葉工業大学再開発について」
５．話題提供　　　　 15:25～16:00
 千葉商科大学学長　　　　 原科　幸彦
 「千葉商科大学の『自然エネルギー100％大学』計画
　　　　　　  －エネルギーの地産地消が未来を拓く－」

デモ展示見学会・移　動（20分）
６．グループ討議１　　 16:20～17:40
　　　　　　 会場：７号館４階各教室

細分化したテーマ（３グループ）から１つを選択してください。
	Ⅰ　教育と連携
 Ⅱ　化学物質
 Ⅲ　施設・設備

　　　　　　　　　　　移　動（10分）
＜情報交換会　17:50 ～ 19:00  会場：３号館1階学生食堂＞

 [第２日目]  ３月１６日（金）  9:00～12:30
1. グループ討議２ 9:00～11:10
　　　　　　会場：７号館４階各教室

休　憩・移　動（20分）

　　　　　　会場：４号館４階４３１教室
2. 研修講演   11:30～12:20
　　　千葉科学大学危機管理学部環境危機管理学科教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安藤　生大
　　  「風力発電による大学発の町おこし　
　　　 －千葉科学大学の挑戦－」
3. 閉会挨拶　　　　　　　　　 12:20～12:30
　　　私立大学環境保全協議会副会長

近年、少子高齢化の弊害が諸方で深刻な問題として取り上げられている。
このことは、多くの大学においても入学志願者の減少、定員割れ、学生の
学力低下など様々な問題に影響し、早急に対処すべき課題として取沙汰さ
れている。

一方、将来の生き残りを賭けた大学の評価向上に向けて、上述の問題解
決を含めて様々な取り組みが進行している。特に、イギリスの高等教育情
報誌であるTHE（Times Higher Education）による大学世界ランキング
では、教育力、研究力とともに、国際力も重要なファクターとなっている。
我が国においても、国外の大学との連携による徹底した国際化を進めて世
界レベルの教育研究を行う大学を重点支援するスーパーグローバル大学創
生支援事業が２０１４年より開始され、グローバルな取り組みが盛んにな
りつつある。残念ながら未だ諸外国の優れた大学に後れを取っているもの
の多くの大学・大学院においては、日本語を必要としない国際コースも設
置されるなど多大な努力が払われている。座学にとどまらず実験教育を必
須とする理工学分野でも、外国人留学生の受け入れが徐々にその規模を拡
大しているようである。私立大学環境保全協議会が係る多種多様な化学物
質を扱う分野においても、同様に日本語の専門用語を解さない学生あるい
は若手研究者も増加しつつあることが、筆者のように現役を離れたものに
も実感できる。しかしながら、多くの教育研究機関においてすでに外国人
の受け入れが進行しているが、その受け入れ体制には大きな温度差がある
ことは否めない。特に、使用した化学物質の廃棄に関するルールは、環境

保全の観点からも徹底すべき最重要事項であることは衆目の一致すると
ころと考えられる。残念なことに筆者も度々耳にしたが、廃棄方法の不
徹底のために本来は要回収の化学物質を使用器具の洗浄時に排水口に流
してしまった事故があり、下水管の洗浄に難儀したとのことである（もち
ろん、このような事故は言語の問題というより安全教育の不徹底に原因
があるのは明白であるが）。扱う量の多少にかかわらず化学物質に関係す
る教育研究機関においては、すでに徹底した安全指導方針が確立されて
いるものと思われるが、外国人を対象とした英語（当然他の外国語も含
めて）による化学物質の取り扱いなどの安全教育はどの程度のものであろ
うか、一抹の不安を覚えている。同じ化学物質を扱うにしても、研究分
野において対処の方法に大きな差異を感じている。通常、特殊な化学物
質（試薬）の認識とそれに基づく取り扱いは、専門分野ごとに異なり、研
究グループ独自のしきたりがあり、それが伝承されている。それにより外
国人とペアを組む日本人メンバーが正確に取り扱いを伝授するのが現実
であろう。伝言ゲームでは、その伝達に齟齬が生じることが面白いところ
であるが、化学物質取扱いについては、恐ろしい結果を招きかねない。

ぜひ、私立大学環境保全協議会において日本語を母国語としない学生・
研究者に対する安全教育の現状調査と指導方法の確立を新しいミッショ
ンの一つとして、取り組みを開始されることを望んでやまない。

私立大学環境保全協議会顧問　西山　繁（慶應義塾大学　名誉教授）
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